
 

 

 

 

 
 

 

１ 「横浜環境活動賞」とは 
  地域で様々な環境活動を積極的に行っている市民（個人・団体）、企業、児童・生徒・学生

の皆様を表彰する制度です。これにより、環境に対する関心をより一層高めていただくととも

に、地域の環境活動を推進し、環境にやさしいまちづくりを進めます。 

 

２ 表彰内容 

(1) 部門 「市民の部」「企業の部」「児童・生徒・学生の部」（裏面参照） 

(2) 表彰の種類 

【大 賞】各部門からそれぞれ１者を表彰 

【実践賞】大賞以外の受賞者 

 【生物多様性特別賞】全応募者の中から生物多様性の保全・再生・創造に特に貢献している

１者を表彰 

 

３ 募集期間 

 令和３年 10 月８日（金）～ 11 月 18 日（木）必着 

 

４ 応募方法 

応募用紙をホームページからダウンロードし、詳細・補足資料とともに、 

郵送又はＥメールでご提出ください。他薦の場合は、推薦用紙も添えてください。 

＊募集案内は区役所広報相談係、市庁舎市民情報センター等で配布します。 

◆「横浜環境活動賞」ホームページ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/katudo/katsudosho/ 

 

 

５ 選考方法 
学識経験者などで構成する「横浜環境活動賞審査委員会」が選考します。 

(1) 書類審査（書面による質疑応答あり） 

 (2) 審査委員会（プレゼンテーションと質疑応答） 令和４年２月 18 日（金）（予定） 

 

 

 

 

 

裏面あり 

お問合せ先 

環境創造局政策課環境プロモーション担当課長  池谷 庸子   Tel 045-671-3830 

令 和 ３ 年 1 0 月 ７ 日 
環 境 創 造 局 政 策 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

横浜環境活動賞 検索 

受賞すると・・・ 

・国の表彰制度への推薦候補者になります。 

・受賞された取組について、パネル展示やホームページ等で、市がＰＲします。 

 

第 29 回 横浜環境活動賞 
候補者を募集します！ 



≪参考≫ 

第 28 回横浜環境活動賞受賞者 
○市民の部（７団体） 

【大賞】 

横浜植物会（生物多様性特別賞 同時受賞） 

（活動内容） 

自然に親しみ、植物に関する研究を行い、植物や自然保護の思想普及を

はかることを目的に、111 年という長期にわたり活動を継続。植物相調

査及びさく葉標本の作成を行い、成果の集大成として『横浜の植物 2020

ー横浜の植物（2003）補遺』を刊行。展示会や観察会などを休日に開催

し、若年層が参加しやすい体制づくりも行う。 

【実践賞】 

・旭北地区連合自治会 中堀川いこいの場づくり 

・美しが丘中部自治会 アセス委員会 遊歩道ワーキンググループ 100 段階段プロジェクト 

・NPO 法人 H&K「小松菜プロジェクト活動」 

・初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会 

・ほどがや産直便 

・ボランティア大鳥 

 

○企業の部（５社） 

【大賞】 

有限会社マルニ商店 

（活動内容） 

持続可能な循環型社会づくりに貢献することを目指し、ガラスびん等の

リサイクル事業を行う。小学校への出前講師を 15 年継続し、ガラスび

ん等のリサイクルに関する啓発活動を行う。小学生を対象とした環境教

育プログラムは、低学年・中学年・高学年と年代に応じて実施するなど、

成長度合いに合わせたアプローチを意識した教育活動を行っている。 

【実践賞】 

・株式会社エナ・ストーン 

・株式会社 JVC ケンウッド 

・武松商事株式会社 

・東京レーダー株式会社・本社工場 

 

○児童・生徒・学生の部（３団体） 

【大賞】 

横浜市立永田台小学校 

（活動内容） 

地域の協力を得ながら行う米作りを通して自然との共生について考え

たり、校内ビオトープや公園の木々の保全などにかかわりながら様々な

視点で自分たちの生活と SDGｓのつながりに目を向けたりしている。環

境に配慮した生活を意識する児童も増え、自分たちの取組をエコプロで

大人の来場者に向けて発表するなど、地域と一体となって積極的に活動

している。 

【実践賞】 

・横浜市立市ケ尾中学校 

・横浜市立折本小学校 

横浜の植物・調査風景泉区下飯田町「県立

境川遊水地公園」 

リサイクルの現場を体験する「しごと体験」 

「ふるさと創生の会」の方に教えてもらいな

がら熱心に田植えをする子どもたち 


